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学 位 論 文 内 容 の 要 旨   
脳は梗塞あるいは外傷など、大きな損傷を受けると脳組織が壊死脱落し、嚢胞化する。  
そこで脳組織の再構築のためには、障害部位に移植もしくは移動してくる細胞が生着す  
るための足場を供給する必要がある。我々は、神経栄養因子である血管内皮増殖因子  
（VEGF）を添加した新規生体素材polydimethylsiloxane－Jtetraethoxysilane（PDMS－TEOS）ハ  
イブリッド担体をラット脳皮質欠損モデルに足場として用い脳組織再構築を試みた。  
PDMS－TEOS担体を欠損部位に埋入することによって、埋入前の脳全体の構造を保持  
した。担体埋入30日後には、PDMS－TEOSハイブリッド担体周囲の孔内へ新しい組織  
の形成が認められた。免疫組織学的検討では、担体内組織に血管内皮細胞、アストロサ  
イトが認められ、VEGF添加群でより多く認められた。細胞分裂マーカーKi67との二重  
染色では、ダブルポジティブの血管内皮細胞とアストロサイトを認め、VEGF添加群で  
より多く認められ、VEGFは脳組織の構築及び血管新生を促すと考えられた。本実験は、  
VEGFを投与したPDMS－TEOSハイブリッド担体が、脳梗塞や脳挫傷などによる損傷部  
位への治療に有用である可能性を示した。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
脳損傷後の修復を促すためには、損傷部位に移動してくる細胞のための  
足場が必要となる。本研究では、新規生体素材であるPDMS－TEOSハイブリ  
ッド担体を足場に用い、これに血管内皮増殖因子（VEGF）を添加することで  
修復に対してどのような効果があるかを検討した。VEGFを添加することに  
ょり、血管内皮細胞，アストロサイトが担体内組織に認められ、これらが細  
胞分裂のマーカーであるKi67と二重染色されることから、VEGFが脳組織の  
構築と血管新生を促したと考えられた。ニューロンは担体内には認められ  
なかった。  
本研究はPDMS－TEOSハイブリッド担体とVEGFの組み合わせが、損傷脳の  
修復に有用であることを示し、今後の治療への応用が期待される。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
